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◆能力評価の事例◆ 

 

（１） 次の①～⑩の各事例の佐藤主任について、能力評価を行ってください。なお、解答は評

価対象となる行動や事実に下線を引き、評価項目と評価レベルを記入してください。 

（２） 評価結果を踏まえ、フィードバック面談において、佐藤主任の能力開発のためにどのよ

うなコメントをすればよいか、簡潔にまとめてください。 

 

【事例】 

 

① 営業部では、今年度の組織方針として「風通しの良い職場づくり」を目標に掲げることにし

た。 

 部長から各課長に、課単位で具体策を出すよう指示があった。営業１課の田中課長としては、

コミュニケーションを活発にすることくらいしか思い浮かばない。そこで、ミーティングで社員

に意見を求めたところ、「テーマに具体性がないので何も思いつかない」「上層部の問題で

は？」と冷ややかな態度を示す者が多かった。ある社員が、それぞれ顧客を持っているので、

課員の自主性に任せ、自然なコミュニケーションに期待してはどうかと述べた。これに対して、

佐藤主任は、社員それぞれが持っている顧客が異なるにしても、共通課題も多いので、ミーテ

ィングを定期的に開き、関心の高いテーマについて相互理解を深めてはと提案し、この手法で

成果を収めているある会社の例を持ち出した。皆もこの考えを支持し、１課の案として提示する

ことにした。 

 

② ある企画の提案を３日後に控え、資料づくりに追われていた佐藤主任は、日常業務によう

やく慣れてきた山本さんに資料作成を手伝ってもらうことにした。本音を言えば、自分でやった

方が早いと思ったが、山本さんのパソコンスキルを向上させる機会にもなると考えたのである。

必要なデータの所在や作成方法を丁寧に説明し、山本さんに取り掛からせた。 

２日後の朝、山本さんがもってきた資料に目を通すと、一部の資料の数値が想定していたも

のとどうも違っている。確認してみると、山本さんはどうやら昨年の古いデータを基に作成した

ようである。その日は別の仕事を予定していたが、後回しにできるものだったので、資料の修正

を優先させ、残業をすることなく完成させることができた。 

 

③ 佐藤主任は、学生時代には弁護士を目指したこともあるといい、話は論理的でわかりやす

い。また、議論好きで、自分の意見をはっきり述べるタイプである。他の社員、上司や来客に対し

ても正しいと思ったことは遠慮なく発言する。営業１課の業務は、他のいくつかの課との調整が

重要な課題となるが、異動してきたばかりの田中課長が、それぞれの課の言い分を聴き入れる 


